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step.26 地方消費税の課税標準となる消費税額を転記する（申告書⑱又は申告書⑰）
申告書⑨欄に記入がある場合は、申告書⑨差引税額を申告書⑱欄に転記します。
申告書⑧欄に記入がある場合は、申告書⑧控除不足還付税額を申告書⑰欄に転記します。

step.27 譲渡割額（納税額） 又は 譲渡割額（還付額）を計算する（申告書⑳又は申告書⑲）

■譲渡割額〔納税額〕
次の計算式により計算し、計算結果の 100 円未満を切り捨て、申告書
⑳欄に記入します。

⑱差引税額× 17
63 ＝

⑳納税額
（100 円未満切捨て）

■譲渡割額〔還付額〕
次の計算式により計算し、計算結果を申告書⑲欄に記入します。

⑰控除不足還付税額 × 17
63 ＝ ⑲還付額

step.28 中間納付譲渡割額を記入する（平成 30 年分の中間申告を行った方）（申告書㉑）
中間申告を行った方は、実際に納付したかどうかにかかわらず、平成 30 年の地方消費税の中間納付譲渡割額の合計額を申告書㉑欄
に記入します。なお、税務署から送付した申告書には、中間納付譲渡割額がある場合、その合計額が印字されています。

※ 3 月ごと（年 3 回）又は 1 月ごと（年 11 回）の中間申告を行った場合、税務署から送付する申告書に中間納付譲渡割額は印字
されません。最終の中間申告分（3 回分又は 11 回分）までの地方消費税額を合計して申告書㉑欄に記入してください。

※ 「確定申告のお知らせ」はがき又は通知書をお持ちの方は、中間納付譲渡割額の金額をご確認ください。 

step.29 納付譲渡割額を計算する（申告書㉒）
申告書⑳納税額が、㉑中間納付譲渡割額を上回る場合、その差額を計算し、計算結果を
申告書㉒欄に記入します。
差額がマイナス（負の値）となる場合は、申告書㉒欄は空欄のまま、step.30 に進ん
でください。

⑳納税額 － ㉑中間納付譲渡割額 ＝ ㉒納付譲渡割額

step.30 中間納付還付譲渡割額を計算する（申告書㉓）
申告書㉑中間納付譲渡割額が、⑳納税額を上回る場合、その差額を計算し、計算結果を申告書㉓欄に記入します。

㉑中間納付譲渡割額 － ⑳納税額 ＝ ㉓中間納付還付譲渡割額

step.31 消費税及び地方消費税の合計税額を計算する（納付又は還付）（申告書㉖）
納税する又は還付を受ける消費税及び地方消費税の合計税額を計算し、計算結果を申告書㉖欄に記入します。
なお、計算結果がマイナス（負の値）の場合には、数字の左側のマスにマイナス記号（－）を記入してください。

（ ⑪納付税額＋ ㉒納付
譲渡割額 ）－（ ⑧控除不足

還付税額 ＋ ⑫中間納付
還付税額 ＋ ⑲還付額 ＋ ㉓中間納付

還付譲渡割額 ）＝ ㉖消費税及び地方消費税の
合計（納付又は還付）税額

納税額は、

円 × 6
17

3 ＝ 円 → 円 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（100 円未満切捨て）
と求められます。

設例 甲野商店の場合

納付譲渡割額は、

円 － 円 ＝ 円
と求められます。

設例 甲野商店の場合

5
申告書を作成する②

地方消費税の税額計算 設例を参考に、地方消費税額を
計算します。

261,400 70,536 70,500

70,500 0 70,500



17

ここまでの計算結果等を記入した申告書は、右のとおりです。以下に、これまでの計算結果を復習します。

申告書⑱欄（14・16 ページ）

申告書⑨欄を転記します。

申告書⑳欄（16 ページ）

（16 ページ）

（16 ページ）

円 × 6
17

3 ＝ 円 → 円
　　　　　　　　　　　　　　　  　（100 円未満切捨て） 

申告書㉒欄

円 － 円 ＝ 円

申告書㉖欄

（ 円 ＋ 円） － （ 円 ＋ 円 ＋ 円 ＋ 円）

＝ 円

設例 甲野商店の場合：申告書（地方消費税の税額計算）

消費税及び地方消費税の合計税額は、 

　（ 納付
税額 円 ＋ 納付譲

渡割額 円 ） － （ 控除不足
還付税額 円 ＋ 中間納付

還付税額 円 ＋ 還付
額  円 ＋ 中間納付還

付譲渡割額 0 円 ） ＝ 円

と求められます。

設例 甲野商店の場合

消費税及び地方消費税の税額計算は、これで終了です。続いて、その他の項目を記入します。

xxxx

野
甲
野
甲

確定

甲野商店
コウノショウテン

コウノ　タロウ

甲野 太郎

　××××××××××××
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確定申告の準備

申告書を作成する

消費税の
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地方消費税の
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リバース
チャージ方式
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消費税の
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こ の 申 告書による消費税の税額の計算

課 税 標 準 額

消 費 税 額

控除過大調整税額

控除対象仕入税額控
除
税
額

返 還 等 対 価
に 係 る 税 額

貸倒れに係る税額

控 除 税 額 小 計
（潺 潸 澁）＋ ＋

控除不足還付税額
（澀 滷 澆）－ －

差 引 税 額
（滷 澆 澀）＋ －

中 間 納 付 税 額

納 付 税 額
（ 潛 濳 ）－

中間納付還付税額
（ 濳 潛 ）－

既確定税額

差引納付税額

この申告書
が修正申告
である場合

課税売上
割 合

課税資産の譲渡
等の対価の額
資 産 の 譲 渡
等の対価の額

この申告書による地方消費税の税額の計算
地方消費税
の課税標準
となる消費
税 額

控除不足還付税額

差 引 税 額

還 付 額譲
渡
割
額 納 税 額

中間納付譲渡割額

納 付 譲 渡 割 額
（ 澣 澡 ）－

中間納付還付譲渡割額
（ 澡 澣 ）－

既 確 定
譲 渡 割 額
差 引 納 付
譲 渡 割 額

この申告書
が修正申告
である場合

消費税及び地方消費税の
合計（納付又は還付）税額

付

記

事

項

割 賦 基 準 の 適 用

延 払 基 準 等 の 適 用

工 事 進 行 基 準 の 適 用

現 金 主 義 会 計 の 適 用

有

有

有

有

有

無

無

無

無

無課税標準額に対する消費
税額の計算の特例の適用

個 別 対 応
方 式
一 括 比 例
配 分 方 式

全 額 控 除上 記 以 外
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００
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０００
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００
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００
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金
融
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関
等
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付
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受
け
よ
う
と
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本店･支店

出 張 所

本所･支所

銀 行

金庫･組合

農協･漁協

口座番号預金

郵 便 局 名 等

※税務署整理欄

税 理 士
署名押印 （電話番号 ）－ －

○印

税 理 士 法 第 3 0 条 の 書 面 提 出 有

税 理 士 法 第 3 3 条 の 2 の 書 面 提 出 有

ゆうちょ銀行の
貯金記号番号

計
算
方
法

控
除
税
額
の

課税売上高５億円超又は
課税売上割合95％未満

濂
又
は
潦
の
内
訳

区 分

％分4

6.3％分

千円

千円

千円

円

円

円

円

円

基準期間の
課税売上高

課 税 標 準 額 消 費 税 額

地方消費税の課税標準となる消費税額

確
認
書
類

個人番号カード

通知カード・運転免許証

その他（ ）

特定課税仕入れに
係る別表の提出有

身 元
確認

個
人
事
業
者
用

Ｏ
Ｃ
Ｒ
入
力
用（

こ
の
用
紙
は
機
械
で
読
み
取
り
ま
す
。
折
っ
た
り
汚
し
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い｡）

濟＝（潭 澤）（潯 澂 澳 澹）･修正申告の場合濟＝潘 澪＋ － ＋ ＋ ＋ ＋
濟が還付税額となる場合はマイナス「 」を付してください｡－

（ ）注
平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
以
後
に
開
始
す
る
課
税
期
間
か
ら
、
個
人
番
号
を
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

261,400 70,536 70,500

70,500 0 70,500

261,400 70,500 0 0 0 0
331,900

261,400 70,500 0 0 0 331,900


